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研究成果の概要（和文）：集団を対象にしたGDT(Gap Detection Task)を作成した．教室で行う場合でも、場所による
違いは結果に影響しないことが分かった．また、小学校第2学年と第6学年間に有意差がみられた．さらに容易な回答法
を作成し、小1児童を被験者に追加した小1と小2には有意差はなく、小2と小6の閾値には差が見られた．小6の成績は閾
値，SD　とも成人と同じであった．GAP検出能は年齢と共に向上し、遅くとも小5までには成人と同じ値に達することが
わかった．
GDT／ノイズ下聴取／左右分離聴を簡便に検査するための音源を作成し、APDが疑われる成人に適用した．この症例には
FM補聴による支援が有効であった．

研究成果の概要（英文）：We developed group GDT(Gap Detection Task).We found that the difference by the pla
ce doesn't influence the result even when doing in the classroom.Moreover, a significant difference was se
en between the 2nd grade children and the 6th grade in the elementary school.In addition, after making an 
easy answer method, 1st grade children was added to the testee.There was no significant difference between
 the 1st grade and the 2nd grade, and the difference was seen in a threshold between the 2nd grade and the
 6th grade.A result of threshold and SD was same between the 6th grade and the adult.A threshold of GAP de
tection improves with the age, and the 5th grade reaches the same value as the adult at latest.In addition
, we made an APD test battery with GDT, word recognition under the noise and dichotic listening test.We ap
plied it to one patient who are suspected an APD.We observe FM system are useful for this case.
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１．研究開始当初の背景

近年，APD (Auditory Processing Disord

ers)という新たな障害が話題になってきて

いる．APDとは，聴覚情報処理障害とも呼ば

れ，聴力閾値の上昇はないが，騒音下にお

いて言語理解が難しい，言語音の識別が難

しいなど，語認識などに困難が生じる障害

である．

APDがある児童生徒は，聴力閾値には問題

がみられないため，聞こえない，または聞

こえにくいという形で気付かれることが少

ない．しかし，学習面や日常生活での困難

を示すために，LDやADHDと判断されている

との指摘もある(小川,2006)．実際に，八田

が，きこえの教室，言葉の教室に在籍また

は通級するLDの児童を対象にAPDの検査を行

った結果，聴覚情報処理につまずきをもつL

D児の存在が明らかになった(八田,2006)．

APDの現象の一つにGap Detectionの困難

性があげられる．Gap Detectionとは，音の

切れ目の検出という意味である．APDの検出

には，カリフォルニア大学のGap Detection

Testなど，多くの検査が用いられており，

日本ではAPD研究会によりSCAN-CやGDTやTOT

などの検査が紹介されている．それらの中

でも，多くのAPD児が非APD児に比べてGap D

etectionに優位な延長があること，さらに，

言語音に比べ，非言語音を使うテストは，

検査結果を他言語のデータと比較すること

が容易であるため，今回，Gap Detectionを

用いて就学期における児童に合うスクリー

ニングを考慮した検査［Gap Detection Tas

k］を開発する．

２．研究の目的

①定型発達児のGap Detectionを明らかにす

る：松山市内の数校の小学校の協力を得て，

小学校２年生，５年生を対象に，Gap Detec

tion Taskを実施する．なお個人情報の保護

を考え，無記名とし，データは統計処理の

みに使用する．これらの結果から，ＳＤお

よび２ＳＤの範囲を明らかにする．

②Gap Detection Taskの結果と両耳融合聴，

両耳分離聴の検査結果に関する相関を求め，

Gap Detection Taskをスクリーニング検査

として試作し，スクリーニング検査として

使用できるかを検討する．

３．研究の方法

■ギャップ検出に関する正常者・正常児の

データを収集する

実験１：成人のレシーバ使用下での標準値

に関する実験

八田のGap Detection Testを参考に，全

体で300msの長さのホワイトノイズの中間位

置に1ms～10msの1ms間隔で10のGap（無音区

間）がある刺激音を作成し，恒常法により

閾値を求める．

実験２：成人にGINtestを実施，日本人の標

準値に関する実験

アメリカで使用されているGap Detection

TaskであるGINtestを日本人成人に実施し，

比較検討を行う．既に仮に行った結果では，

日本語の語音認知においてはGap検出が重要

であるため，日本人の方が検出閾値が短い

との印象を持っている．この仮説を確認す

る．

実験３：成人の音場スピーカ使用下での標

準値に関する実験

スクリーニングとしてGap Detection Tas

kを行うためには，音場の残響時間，反射に

よって，Gap検出閾値が変化するかどうかを

確認する必要がある．成人を対象に，一般

的な教室において，聴取位置によってGap検

出閾値が変化するかどうかを確認する．

実験４：児童の音場スピーカ使用下での標

準値に関する実験

実験４を参考に，教育学部附属小学校の

教室において，音場スピーカによるGap検出

閾値が，レシーバによる検査との差異につ



いて検討する．

実験５：Gap検出閾値スクリーニング検査の

試用

実験１～５の結果から，非APD児のGap検

出閾値と，言語音認知に困難性があるAPD疑

い児のGap検出閾値を求めることができる．

これらの値を参考に，スクリーニング検査

として，Gap検出閾値検査を試作し，試験的

適用を試みる．

実験６：Gap検出閾値検査を含むテストバッ

テリを用いた結果と，教育室内でのつまづ

きの程度が測れる尺度との相関を見ること

で，教室内でのつまづきの評価における本

検査との関係性を求める．

４．研究成果

実験１：

結果を表 1 に示す．

表１：成人のレシーバ使用下での結果

平均 3.10ms

標準偏差 0.74

1SD 2.36ms～3.84ms

2SD 1.62ms～4.58ms

実験２：成人の音場下での標準値に関する

実験

結果を表２に示す．検査音が残響時間の

影響を受け，Gap の検出が困難となり時間

の円了が見られた．

表２：成人の音場下での結果(n=19)

平均値 6.6ms

標準偏差 1.89

1SD 4.71ms～8.49ms

2SD 2.82ms～10.38m

実験３：場所による差を調べる実験

教室の四隅と中央を A，B，C，D，E と

決め，被験者８名に，A ～ E の５カ所全て

で検査を受けさせた．結果，場所による有

意差は見られなかったが，個人差による結

果に１％水準で有意差が見られた．音場で

の試験の場合，音場の位置による違いより，

個人差の違いが有意であり，このことから，

検査を音場で行うことには支障がないこと

が考察できた．

表３：実験３の結果のまとめ

平均 8.20ms

標準偏差 2.39

1SD 5.81ms～10.69ms

2SD 3.42ms～13.08ms

実験４

第２学年児童９５名，第６学年 ７２名を

対象に行った．大学生の結果と併せて図示

した（図１）．

実験５

Gap Detection Task、ノイズ下聴取（Aud

itory Figure & Ground task：AFG）、左右

分離聴（Competing Words Task：CWT）の３

つのテストバッテリを用いて，日常から

「聞き返しをすることが多い」「音声での指

示がわからない」「相手の話は口元の動きを

見てないとわからない」という主訴で相談

があった２６歳の成人女子大学院生（A）に

対象に本検査を行った．

Ａの平均聴力は両耳とも0dBHL，語音明瞭

度はノイズなし条件では９４％（音場／60d

B／両耳／57S語表）であったが，ノイズ下

（SNR=0dB）では０％であった．過去に耳鼻

科を受診した経験があり，そこでは「聴覚

過敏」との診断が下りていた． Ａの結果

は，GDTは５msecで検出でき，AFGは５％，C

WTは０％であった．

ＡにP社の耳かけ型FM受信器を両耳分貸出

（２台）を行った．FMを用いたことで「初

めて先生の声が聞こえる」「（口元を見続け

なくてはならないので，できなかった）ノ

ートがとれるようになった」との感想を得

た．当初は製品付属のopen ear tipを使用



していたが，「周辺ノイズが気になる」との

訴えがあったため，外耳道がcloseするよう

一般的な傘型耳栓を使用し，外部音が入り

にくいようにした．この結果，講義受講時

は常時装用が定着した．また授業形態によ

っては，ノートテークサービスを利用する

になった．

APDスクリーニング検査を用いることでAP

Dの症状を把握できる．APD症状を示す１成

人にはFM補聴による支援が有効であった．

実験６

Gap Detection Task、単語両耳分離聴検

査（Competing Word Test，以下 CW）と，

ノイズ下単語聴取検査（Auditory Figure &
Ground Test，以下 AFG）を実施し，「教育

的つまずきを発見するためのスクリーニン

グ検査」（SIFTER:Screening Instrument
for Targeting Educational Risk；Karen L.
Anderson,1989）との比較を行った．

対象は，ソウル市に在住する通常学級に

在籍している 7 歳～ 13 歳の児童生徒計 16
名(以下, Norm 群)と，韓国の C 市・K 市・Y
市に在住する ADHD と診断された児童生徒

3 名と学習障害が疑われ学習支援の対象とな

っている児童生徒 9 名の計 12 名（以下，

ADHD&LDs 群）である．

結果を図２に示す．CW では，norm 群と

ADHD&LDs 群に有意差が見られた．norm
群，ADHD&LDs 群の双方について，左右

差が見られるか検討したが，Musiek ら

(2007）が示した Right Ear Advantage を

見ることはできなかった．

AFG では，norm 群と ADHD&LDs 群の

群間に有意差はなかった．

SIFTER の得点（満点 75 点）との関連を

考察するため，CW ／ AFG の結果を正答率

に換算した結果を図に示した．この結果，

norm 群は 2 例が MARGINAL であったが，

他は PASS に分類され，ADHD&LDs 群は

全例が MARGINAL または FAIL に分類で

きた．

次に SIFTER の総得点，CW，AFG との 3
群の相関を見たところ，SIFTER と CW は

5%水準で相関があったが，他の組み合わせ

では有意な相関は見られなかった．

教育的つまずきの程度を SIFTER により

得点化し，CW・AFG の結果と比較した．CW
との関連性が疑われたが，AFG では条件設

定の悪さから有用な結果を導くことはでき

なかった．今後，SN 比について検討を行い，

教育的なつまずきのある児童生徒の聴覚情

報処理の様態と，それに合った教育的支援

の方法について，考察を深めたい．

図１：小２・小６・大学生のGAP検知能

図２：APDバッテリ検査とSIFTERの関連性
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